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News Release 

 
 

 

2023年 1月 26日 

サーバー・クライアント方式を新採用、最大 3台のクライアント PC による会議運営に対応 

フルデジタル会議システム「PM-5000」シリーズ専用 
会議システムソフトウェア「jmee」 Ver.3.0 を発売 

～サーバーのバックアップ機能搭載で、万が一のトラブル時も会議の継続を可能とし、耐障害性が向上～ 

JVCケンウッドグループの株式会社JVCケンウッド・公共産業システムは、JVCブランドより、フルデジタル会議システム「PM-
5000」シリーズ専用の会議システムソフトウェア「jmee（ジェイミー）」 Ver.3.0（「TZ-PM5003」）および多地点制
御ライセンス（「TZ-PM5000MAL」）を順次発売します。 
 
本ソフトウェアは、タッチパネル操作への対応など、使いやすさで好評を得ている「jmee」 Ver.2.0（「TZ-PM5000B」）
のバージョンアップとして、ユーザーの声を反映し機能の向上を図りました。また、新たにサーバー・クライアント方式を採用し、
多地点制御ライセンス（「TZ-PM5000MAL」3 月末アップデート対応予定）を導入することで、最大3 台のクライアント
PC から画面制御を可能とするとともに、サーバーのバックアップ機能により、トラブルが発生した際も制御機能をバックアップ
サーバーに切り替えて会議の継続を可能とし、システムの冗長化も実現。本ソフトウェアの導入により、会議の運営に応じ
たシステム構築と、耐障害性の向上を実現し、円滑な会議運営をサポートします。 

品名 型名 希望小売価格（税込） 発売時期 

会議システムソフトウェア「jmee」 Ver. 3.0 TZ-PM5003 
オープン価格＊ 

1月末 

多地点制御ライセンス TZ-PM5000MAL 3月末 

＊本商品はお客さまのご要望に応じたシステムでの販売を前提としています。また、会議システムソフトウェア「jmee（ジェイミー）」 Ver.3.0は新規購入ライセンスとなります。詳細は
株式会社JVCケンウッド・公共産業システムまでお問い合わせください。 

＜企画意図＞ 

当社が発売しているフルデジタル会議システム「PM-5000」シリーズは、正確かつ円滑な会議運営に欠かせない、機能と
使いやすさを追求したシステムとして、高い評価を得ています。また、地方自治体などの官公庁を中心に多くの納入実績
がある「PM-5000」シリーズ専用の会議システムソフトウェア「jmee」 Ver.2.0（「TZ-PM5000B」）は、マイク発言やカ
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メラ・テロップの連動、残時間表示の機能を操作画面から簡単に制御でき、1人でも会議を運営することが可能な点で好
評を得ている一方で、「各機能の操作を複数人で分担したい」といった要望も寄せられていました。 
そこで今回、「jmee」をVer.3.0（「TZ-PM5003」）へバージョンアップし、新たにサーバー・クライアント方式を採用。多
地点制御ライセンス（「TZ-PM5000MAL」）を追加することで、最大3台のクライアントPCから操作を可能とし、「マイク」
や「カメラ・テロップ」、「残時間表示」などの各制御の分担を可能にしました。また、サーバーのバックアップ機能の搭載により、
万が一、トラブルが発生してしまった際も制御機能をバックアップサーバーに切り替えることで会議の継続を可能とし、システ
ムの冗長化も実現しています。 

＜会議システムソフトウェア「jmee」 Ver. 3.0の主な特長＞ 

1．サーバー・クライアント方式を新採用、最大3台までのクライアントPCから操作が可能（3月末アップデート対応予定） 
新たにサーバー・クライアント方式を採用し、最大3台のクライアン
トPCから操作が可能です。PC１台に導入でき、議会のワンオペ
レーションが可能な「jmee」 Ver.2.0と同等のシステム構成に
加えて、Ver.3.0では、多地点制御ライセンスを追加した大型シ
ステムが構築できます。例えば、クライアントPC１ではマイク制
御、クライアントPC2ではテロップやカメラ制御、クライアントPC3
では残時間表示といったように、役割分担を決めて会議を運営
することができます。また、1台のPCでまとめて操作することも可能。 
会議の運営体制に応じて活用できます。  
 
2．サーバーのバックアップ機能を搭載、万が一のトラブル発生時も会議の継続が可能（3月末アップデート対応予定） 
多地点制御ライセンス（「TZ-PM5000MAL」）を追加することで、サーバーのバックアップ機能が使用できます。システム
管理サーバーを2台準備しておくことで、メインサーバーに異常が発生しても、バックアップサーバーへ制御機能が自動で切り
替わります。システムの冗長化により、万が一のトラブル発生時も会議を継続できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．全ての操作画面・表示画面においてカラーユニバーサルデザイン（CUD）認証※を取得 
本ソフトウェアは、全ての操作画面・表示画面において、CUD認証を取得しています。 
※ 「CUD」マークはNPO法人カラーユニバーサルデザイン機構により、認証された印刷物、製品等に表示できるマークです。 

4．テロップの絞り込み検索が可能 
テロップメニューに、議案・氏名・メッセージの絞り込み検索ができる機能を追加し、運営
中のよりスムーズな操作を支援します。 

5．議員・執行部データのCSVインポート・エクスポートが可能  
議案・メッセージデータに加えて、議員・執行部データのCSVインポート・エクスポートを可能にし
ました。議員の変更があった際に、Excelベースで修正作業ができるため、議場内のPCでソフ 
トウェアを立ち上げる手間が省けます。 

 

＜録音室（カメラ・テロップなど）＞ ＜議場操作席 （マイク・残時間など）＞ 

＜運用中画面＞ 



3 

＜会議システムソフトウェア「jmee」 Ver 2.0から継承した機能＞ 

・パターンの選択による座席レイアウトの切り替え 
・会議マイク操作 
・カメラ/テロップ操作 
・録音・録画機器操作 
・場内表示（残時間など） 
・シナリオ機能 

 
＜「jmee」 Ver.3.0の主な仕様＞ 
 

対応マイクシステム PM-5000シリーズ （PM-T51 および PM-T51W） 
対応 OS Windows🄬🄬11 Pro （サーバー・クライアント） 

ハードウェア構成 サーバーPC︓最大 2台、クライアント PC︓最大 3台 

基本機能 
座席配置、マイクシステム制御、音声レコーダー制御、映像レコーダー制御、カメラ
システム制御、テロップシステム制御、場内ディスプレイ表示、発言ログ出力、 

動作ログ出力、シナリオモード、点検モード 
 
＜システム構成例＞ 

 
＜商標について＞ 
・jmee は株式会社 JVC ケンウッドの商標または登録商標です。 
・Windows®、Excel🄬🄬は米国マイクロソフト社の商標、または登録商標です。 
・その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 
 
 
 
 
本件に関するお問い合わせ先 
 
 
 
 
 
 
本資料の内容は発表時のものです。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 

www.jvckenwood.com 

【報道関係窓口】 株式会社 JVC ケンウッド 企業コミュニケーション部 広報・IR グループ 
           TEL : 045-444-5310  〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町３丁目 12番地 
【お客様窓口】  株式会社 JVC ケンウッド・公共産業システム マーケティング統括部 音響ソリューション推進部 

TEL : 045-443-3158  〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3丁目 12番地 


